
こ と し   がつ        こくさいこう,ゅ ういいん力t  ヽ     せ わ                                              ね0'

今年 4月 か ら,国 際交流委員会のお世話 をすることにな りました。 よろしくお願いいた します。

7月 の教授会で決定 され ましたが ,工 学部 を中心 に動 き始めてお ります 「短期留学生受入れプロ

グラムJに 農学部 も加わることにな りました。国際交流委員会の大 きな仕事の一つ は,そ の具体案
つく                   さいわ   せんせいがた  し む 力 た  きよう0よく        こんねんどらゅう  ぐたt あヽん   え       み とお

を作 ることにあ ります。幸 い,先 生方 ,事 務方の協力によ り,今 年度 中に具体案が得 られ る見通 し

です。

もう一つ,国 際交流委員会としては,大 学問交流協定締結の必要性を構成員に知つていただきた

く慧つております。尚讐替學生の程驚,首豫響澪碁鼈へあ贈 などにおいぞ饗流協定締結校の出身者
が優先 される傾向にあ ります。留学生の便宜を考 え,こ の点 ,ぜ ひ努力 していただ きた く思います。

私は北海道 に生 まれ ,金 沢で育 ち,京 都 ,ニ ュー ヨーク,東 京で研究生活を送 り,今 年 4月 か ら

仙台に赴任 しました。新 しい ところで生活 し,研 究す ることはたいへん気分のいい ものです。 しか
なんはん                  す                            かみ  け  うす              ぶ ん カ

し,2年 半ほどポス ドクとして過ごしたニューヨークではすこし髪の毛が薄 くなりました。文化,
ふ うと  こ と,ま  こと             く            い み  しつかん

風土,言 葉の異なるところで暮らすことの意味を実感しました。

農学部に留学 している方々の多 くは充実 した日々を送っているものと思いますが,な かには,弱

気になっている方 もあるか もしれ ません。博士論文を書 く,よ い成果をあげるという目的その もの

がス トレスをもた らすで しょうが,異 国でのス トレスはより大 きいもの と思います。時々,留 学 し

なければよ力,つた と思 うこともあるで しょう。 しか し,い ろいろなことを経験するか らこそ留学の

意義が大 きいのだ と思います。ぜひ,活 発に研究生活を送 り,仙 台に来て よかつた と思 うようにな

っていただ きた く思います。

国際交流にはいろいろなかたちがあるで しょうが,学 内における留学生 との交流を充実 させ るこ

とが,国 際交流の基本 と考 え ます。例年 ,留 学生行事 として見学旅行 ,オ リエ ンテー シ ョン,

送別会が行われ ます。ご支援のほどお願いいたします。
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しよう  か 0ヽ

農学部 には, 9月 末現在 ,40名 弱 の留学生が在籍

して い ます。 ここで は,平 成 9年 1月 以降 に,新 し

く農学部 に入学 した留学生 を紹介 します。

し  こう

事 項

鎖 悩 瑯建
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中国  30才
はくし力てt こヽうさ  ねん  かて,  ヽ ねん

博士課程後期 3年 の課程 1年

障害型冷害 の耐冷性 にお けるイネ の体質 に関

す る研究

揚州大学農学院

平成 9年 2月

スポー ツ,旅 行

今年 2月 東北大学 に私費留学 に来 ました。 4

月か ら農学研究科 資源生物科学専攻 の博士後 期

課程 に入学 しました。東北大学で 3年 間の研究

を うまくして,い い論文 を提 出す るため に,一

生懸命頑張 りたい と思 い ます。 よろ しくお願 い

いた します。

霊」 雉  長

1 中国 32才

2 博 士課 程後 期 3年 の課 程 1年

3 イネ を材料 にサ イ トカイニ ンの役割 と制御機構

4 中国江 西農業 大学

5 平 成 9年 4月

6 バ レー ボ ー ル ,卓 球 な どの ス ポ ー ツ や そ の

観 戦 ,米 国映画 の鑑 賞

7 私 は ,96年 10月 に中 国政 府 派 遣 研 究 員 と して

初 め て 日本へ 来 ま した。 1年 経 って ,い い思 い

出を作 りま した。 こち らの作物 学 研 究 室 で や っ

て い る研 究 に興 味 を持 って い るので ,続 けて そ

の研 究 をや りた いで す 。今 年 4月 ,私 費留 学 生

と して博 士 後期 課程 に入 りま した。 中国で 何 年

間 も大 学で 働 いて ,今 勉強 した リア ルバ イ トし

た りして い る状 態 に ,本 当 に易 くな い と感 じ ま

した。

CHO  YONG 電ヽON

趙  龍  街

1 韓国 ・30才

2 博士課程後期 3年 の課程 1年
せいさく

3  Knock― out mouseの 製 作

4 忠南大学校大学院

5 平成 9年 4月

6 スポー ツ (バスケ ッ トボール)

7 私 は ,韓 国か らの留学生です。私の家族 は 3

人です。子供 はい ま 1歳 半ですが,ほ ん とに可

愛 いです。

1

2

3

4

5

6

7

祭  承  ―

1 中国 ・32才

2 学 部研究 生

3 食植性 昆 虫 の寄主 選択

4 東北農 業 大学

5 平成 9年 1月

6 サ ッカー ,音 楽

7 私 は ,東 北 農 業 大学 を卒 業 して ,黒 龍 江 省 水

霜聯器 こヽ動めました。今年1宵から策ヨ[実撃

農学部昆虫学研究 室で昆虫学 を勉強 して い ます。

茫  為  仁

1 中国 32才

2 学部研究生

3 日中農村社会構造 の比較研究

4 中国人民大学

5 平成 9年 4月

7 中国か ら参 りました疱です。農耕民族 の子孫

としての私が ,意 外 に遊牧民 の心 を持 ってお り

ます。今 まで 日本語 とか国際関係論 とか いろい

ろな領域 に触れ ましたが,長 く耕す こ とがで き

ませ んで した。

もちろん,そ れ な りの成果 もあ りませ んで し

たが ,こ れか ら相変 わ らず遊牧民 の 目で ,今 ま

で住んで きた村 を見直 したい と思 い ます。 ただ

願 わ くば ,一 を以 つて貫 くこ とがで きる よ う

に 1 ど うぞ,よ ろ しくお願 い します。

国籍  年齢

身分

研究 テ ーマ

出身 学校

入 学年 月

趣 味 ・特技

自己紹 介

ン
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o譲 部 採当憮
(平成 8年 度 )

平成 8年 度 にお け る教 官等 の外 国 出張 ,海 外研修

等 は延べ 85人で あ る。 出張先 はア メ リカ 13名,韓 国

12名を は じめ ,フ ィリピ ン (8名 ),フ ラ ン ス (6

名 ),イ タ リア 、 中国 (各 5名 ),イ ギ リス ・ ドイツ

(各4名 ).カ ナ ダ ,オ ラ ンダ ,ベ ルギー .オ ー ス ト

ラ リア (各 3名 ),マ レイ シア , イ ン ド,マ ダ ガ ス

カル ,タ イ (各 2名 ),IFf港 ,オ ー ス トリア ,ス ウ

ェーデ ン ,デ ンマ ー ク ,イ ン ドネ シア 、 スペ イ ン,

シンガ ポー ル ,ベ トナ ム (各 l名 )の 24か 国 に及 ん

で い る。 (なお ,出 張 先 につ いて は , 1人 で 数 か 国

に及ぶ場 合が あ る。)

寧′T髪辮張竃稲繕簿 ヒあ饗嬌
(平成 9年 1月 ～ )

タ イ国 ,カ セ サ ー ト大 学

平成 9年 3月

神尾 教授 、阿部 助 手 ,共 同研究 で カセサ ー ト

大 学 理 学 部 を表 敬 訪 問 及 び 「熱 帯 資源 の利 用

に関す る研究 Jで 共 同研究 を行 った。

電 1ま,詳 年 の 3打 17旨 か らず半の 4宵 まで のお 1

年 間オラ ングの ワー グニ ング ン農科大 学 に留 学 しま

した。半 年 間 は文 部 省 の 在外 研 究 と して で したが 、
とl・                                   とうほくたいかくのうがく
通 しで Department of Animal Breeding東 Jヒフに弓4だ豊'F

部 の規 模 か らす る とはぼ 2講 座 分 の スタ ッフ)で受

け入れて もらtヽま した。

佐藤先 41か ら 「緑 のか けは じ」 の原稿 を 書 くよ う

に との依頼 を受 け(実は ,そ の存 在 を知 りませ ん で

した)留学 生 と して オ ラ ン ダ に滞 在 して 感 じた 日本

の こと,オ ラ ンダ と日本 の留学 生受 け入 れ の違 いな

どを紹 介す るので あれ ば何 か の参 考 にな るので はな

いか と思 つて引 き受 け る こ とに しま した。

留学 した オ ラ ンダ のWageningen(発 音は ワーヘ ニ

ング ンの よ うに l■lこ え る)農科 大 学 は ,獣 医 を除 く

オラ ンダで ただ 一つ の農 学系大 学です 。 この街 に は

3万 前後 の 人が住 んで い ます が ,大 学 関係 者が 3分

の 1を 占め る とt うヽ学 園都 市で す。 大学 の他 に も国

の農業試 験 場(DLO)が 12の研 究所 を持 って い ます し、

IACと い う国際 的 な農 業 普及機 ltlもあ ります 。 さ し

ず め ,オ ラ ンダの農業 に関す る研究 ,教 育 と普 及の

中心がワーゲニ ング ンということになるで しょう。

ハ ンガ リー 国 ,園 芸 ・食 品 工 科 大 学

平 成 9年 6月

LPASを 誓装獲 ,安 高聯洗キ 冒 準輔 ボ ぎ戯騒 醜

ス ペ イ ン国 , ビ ゴ大 学

平成 9年 6月

安 元教 Px,人 島助 教授 ,佐 竹 助手 及び大 学 院

学 4i3名 が理 学部 及び 海洋学 部 を表 敬 訪 問。

0菫準讐:における舞歯笑暫撃生
(平成 9年 9月 現在)

平成 9年 9月 現在の本学部 にお ける外Ftl人留学41

は15か国38名 (うち女子 H名 )で ある。 これ を国別

にみ ると,ア ジア地域の需学生が30名 (全体 の78°/1)

をiめ,なかでも群市罰5を(調39%),維菌5翡
(聞13%)とりい。この花の苗・通践と堪ユ昇主家は
次のとおりである。

イ ン ドネ シア ,マ レ イ ン ア (各 3名 ),ガ ー ナ

(2名 ),ア ルバ ニ ア ,ウ ズベ キ ス タ ン,台 湾 ,チ リ

ー ,パ キ スタ ン,ハ ンガ リー ,バ ング ラデ シュ,ブ

ラ ジル ,ベ トナム ,ロ シア (各 1名 )

私 は ,事 1青が あって 家族 を 日本 に残 した ま まの単

身で 〆 由学で したので ,準 笙 や実 撃 院■ の ため ば壌

(写真)を紹 介 して も らい ま した。 オ ラ ンダ で も′卜子

化がすす み ワーグニ ング ン農科 大学 に進 学 す るオ ラ

ンダ 人 の学 4i数 が 減 少 して い る(過去 5年 間で 見 る

と5,900名か ら5.500名に な って い る)ので 寮 の 中で も

留学生 の比率 が増 加 して い ます し,我 々の よ うな7k l

期や 長期 の在 外研究 者 も寮 の メンバ ー にな つて い ま

す 。私 が住 んで いた寮 で す が 地 1121階建 て(約700人

が暮 らす .同 じよ うな 高層 アパ ー トが ワーグ ニ ング

ン に は 8棟 あ る)で他 に あ ま り高 い建 物 の な い ワー

グニ ング ンで は異様 な感 じす ら します。 つ の ウイ

ン グ に 10名 が コ リ ド(共通 の鍵 を持 ち トイ レ, シ ャ

ワー 、 電 話 を,t同 で 利 Fllします 。私 の ところは各部

屋 にキ ッチ ンが付 いて い ま したが ,他 の寮で は共 同

キ ッチ ン しか な く食事 も交替で 作 つて一緒 に食べ る

と ころ もあ ります )と して いや が お うに も仲 泄]意識

力'高ま ります 。 ど この コ リ ドで もはぼ男女 半々で 日

本 の よ うに男 子寮 、女 子寮 あ るい は 日本 人学 生 寮 と

留 学

`L寮

の よ うに も分 けて は い ませ ん 。皆 ,和 気 あ

いあ いで 生 活 して い ます 。

とうほくだ0がヽくのうがくヽ しましゆ  じめ

東北大学農学部助手 1篠
`ま

ら

原
ひさし

久
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't'ま,琴 廿1が物 めての買爺簡 の場株主i7で したの

で い ろいろな点 に興味が及び,II究 面で の束1激を得

ることがで きたのは もちろんですが  オラ ンダの農

梁l Lif花の常にある1ご菜しl計どお考え,実タンでの

枡糊 システ′ヽ,Wハ́′iあ豊け入れについて役

らの ス タンス,そ して厳 しい オラ ングの環境 文liに

ilす るittkの 投は な ど この農で みた げ計 を高 いた り

して確 か め られ た よ うに思 い ます 。 もち ろん私 が接

した り.fを した 人 は ご く ―部の 人です がで きるだ け

客 観的 に捉 えて きたつ も りで す。 フ リー スラ ン ドの

鷹鷹象で`契11′をしてAべることへの憲議の負轟ちを

教えられたり,ある時はオランダ入学41と寮で夜中

まで厳格の程綺について話器してij:ピするil選を橋

に驚いたり.ブラジル人の留学‖1とアマゾン熱lFNi

株の離寝をずぐ道について憲■淵 わせたり,ブラ

ジ ル とホ ンジ ュラ スの友 達 とはア ル コー ルの 力 を借

りて ち よつ とシャイな オラ ンダ 人女性 につ いて 不満

を ,,つた りで した。

総じて,オランダ人の■■からすると留学生だけ
でなくハンディーを持った人に対しても手取り足取
り,至れりr_Nくせりではなく相手に メ`しないとい

うか こちらか ら頼 まない とや つて もらえない ようで

す。決 して無 視 して いるわけで はな く、留学生 には

デ亭コースを'襄し,i淋書のためのはiは枯あηl

志で■:詰fでもイ:3が可能なところに進るなどその

人の首り″齢 はできるだけ軍えて試kの111株11を

簿格 ガプえなのでしょう。
また 、オ ラ ンダで はエ ラス′、スの交換 留 学制度 や

ア フ リカな どか ら留学 生 が 多 く,い ろん な トラブル

に も巻 き込 まれ ます の で 留 学
`Lに

は 表 の よ うな

ColdcI〕Rtncが紹 介 され て い まづ .

GOLDEN RULES

岬 あために作られたもの)
l Lcarn a bit ofDt[tch

Languagc、 lbod,intei natiollal そlttitude

2 Lcarl〕lo cycle

Strong l)i(ycle lock,kccp it ind00rs,know ho、 v lo

mcnd it.have lights,buy al■ old ugly one

3 8e sociable

DoI、t be s]〕y,ask for assistance were necdc・ d、

avoid bcing a l)ook、 vorm,doll t stay iI)doo「 s,80

ot[t,join thc sports cltib,contact a DutchねIn‖y

4 El■loy yOurself

4ヽakc yotl「 selr a nicc tirllc,do what you likc

(、vithin linlits)、palnper yoursclll

5 SPccial oFf・rs

(〕arcrtll viゞth special offt‐rs chcap thi]〕gs ale very

expenslvcl

6 Acqtlire il■fcprmation

Vヽhele to find shops,priccs oI〕 open markets,

about hollsil〕g

lnforn〕yourselF about Wageningcn through the

Wagcningen gui(le

7 Visit forcign countries close to the Netherlands

8 1)ont be aiaid(o ask although others dont ask

you flrst

このルー ル につ いて は、少 し説 明が必要 か もしれ

ませ ん。 オ ラ ンダの公 用語 は もち ろん オ ラ ンダ語 で

す が 、私 の居 た学 科で は公的 な会 議 はすべ て英 語で

行 わ れ ます し, 講義 もコー ス に よつて は 英語 で す 。

日常 の会 trも院生や 職 員は 11手な英 itを.rす ので オ

ラ ンダi riを覚 え る必要 はそれ は どあ りませ ん。 「|,1(

も英 .・を .fせる人が 、英 語 圏以 外で 一 lTT多い国 と も

・ いわれ て い ます 。 で す か ら,「 オ ラ ンダ の こ と も少

し知 つて Jと い うこ とで許 され るので す。

オ ラ ンダで 生活 す る Lで の 足 は 自転 41です 。 11を

規制していることもありますが、自転:Fがないと生

:『できないと思えるほどです。そこで、結構、自転

軍の経難縦も3容雹まれました)が多ぃのです。li

本で使 って い る よ うな鍵 で は 全 く安心で き ませ ん 。

叢極に、愉:も1まl撃生たなってみてFl壕の人は, 凸

本 にい る留 rFィ|:や外 国人 を黙 つて じろ じろ 見 るだ け

で ,気軽 に.Tしか け る こ とを しないので す が , これ は

I「l外 感 を持 つ た ろ う と思 い ます 。 また 、 ヨー ロ ッパ

にい る と rl分が ア ジア 人で あ る こ とを実 感 し ます 。

もつとア ジア に 日を向 け ,ア ジアで の交 流 を大 L7Jに

すべ きこと も感 じま した。 そ して 、恥 か しい こ とで

す が 、 オラ ン ダに行 つて初 め て オラ ン ダ と II本が 戦

争をしたことのあることを知りました。第1た甘鼻
笑機の濠、インドネシアでりくのオランダ笑が犠乳:
になって い るのです 。 ワーケ ニ ング ンのMusculnに

は寄せ書 きのある 日車旗がl1/示してあ ることか ら も

分か りますが鷹史 を大切 にす る彼 らの反 日感情 も,とヽ

|こ留 めてす督くこと力i「]本人に とって必 要で しょう。

地上21階建ての寮
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